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平成２９年度滋賀県立高等学校入学者選抜要項 
 

平成29年度における滋賀県立高等学校（以下「県立高等学校」という。）の全日制の課程、定時制の課

程および通信制の課程の入学者の選抜は、この要項に定めるところにより実施する。 

 

［全日制の課程および定時制の課程］ 

選抜は、「一般選抜」、「推薦選抜」・「特色選抜」および「スポーツ・文化芸術推薦選抜」により行

うものとする。推薦選抜、特色選抜については、学校または学科によっていずれかを行うものとする。た

だし、定時制の課程にあっては、一般選抜のみとすることができる。また、スポーツ・文化芸術推薦選抜

については、スポーツ強化拠点校または文化芸術推進強化校の指定を受けた学校が行うことができるもの

とする。 

 

第１ 一般選抜 

１ 募集定員 

   募集定員は、別に定める。 

２ 出願資格 

次のいずれかに該当する者とする。 

(1) 平成29年３月に中学校もしくはこれに準ずる学校または中等教育学校の前期課程（以下｢中学校等」

という。）を卒業し、または修了する見込みの者  

(2) 中学校等を卒業し、または修了した者 

  (3) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第95条各号のいずれかに該当する者  

３ 出願 

(1) 入学志願者（以下「志願者」という。）は、滋賀県立学校の管理運営等に関する規則（昭和32年

滋賀県教育委員会規則第８号。以下「県立学校管理運営等規則」という。）第11条第２項の規定に

基づき、その保護者（親権者または未成年後見人をいう。）が県内に居住するときは、その志願す

る県立高等学校へ出願することができる。なお、県外にその保護者が居住する志願者は、県立学校

管理運営等規則第11条の３の規定に基づく許可を受けた者に限って、出願することができる。 

(2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。ただし、出願しようとする県立高等

学校（以下「出願先高等学校」という。）の同一の課程に２以上の学科または科が置かれる場合に

あっては、これを第２志望または第３志望とすることができる。 

(3) 次に掲げる県立高等学校への出願にあっては、(2)の規定によらず、当該県立高等学校に設置する

普通科と専門学科を区別せずに出願（以下「学校出願」という。）するものとし、普通科および専

門学科の両方またはいずれかを志望することができる。 

滋賀県立膳所高等学校、滋賀県立米原高等学校、滋賀県立草津東高等学校および滋賀県立栗東高

等学校 

ただし、滋賀県立草津東高等学校体育科および滋賀県立栗東高等学校美術科については、推薦選

抜とスポーツ・文化芸術推薦選抜を合わせた入学許可予定者が、当該学科の募集定員に満たない場

合に限り、出願することができる。 

４ 出願手続 

(1) 提出書類 志願者は、次の書類を、在学している中学校等または卒業し、もしくは修了した中学

校等の校長（以下「中学校長」という。）を経て、出願先県立高等学校の校長（以下「出願先高等

学校長」という。）に提出しなければならない。ただし、２の(3)に該当する志願者にあっては、出

願先高等学校長に申し出て、その指示に従わなければならない。 

ア 入学願書 

イ 学校出願入学願書 学校出願をする志願者にあっては、アに代えて学校出願入学願書によるも

のとする。 

ウ 受検票 平成29年３月に滋賀県内の中学校を卒業する見込みの者以外の者は、出願前３箇月以

内に撮影した無帽、正面上半身の写真（縦４cm、横３cm）を受検票の所定の欄に貼り、中学校長

の割印を受けなければならない。ただし、２の(3)に該当する者については、割印は不要とする。 

エ 住民票記載事項証明書の写し ２の(2)および(3)に該当する者ならびに２の(1)に該当する者の
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うち中学校長または出願先高等学校長が必要と認めた者は、本人および保護者の住民票記載事項

証明書の写しに中学校長が原本証明をしたものを提出しなければならない。 

オ 滋賀県立高等学校特別出願に係る許可書（以下「特別出願許可書」という。）の写し 

(ｱ) 県立学校管理運営等規則第11条の３の規定に基づく特別事情による志願者は、滋賀県教育委

員会教育長（以下「県教育長」という。）の許可を受け、特別出願許可書の写しに中学校長が

原本証明をしたものを添付しなければならない。 

(ｲ) 特別出願許可申請期間 平成29年１月20日（金）から平成29年２月21日（火）まで（土曜日、

日曜日および祝日を除く。）とする。受付は、午前８時30分から午後５時までとする。 

カ 雇用（予定）証明書  県内に勤務地を有し、または有する見込みの者のうち県外からの志願者

は、雇用（予定）証明書を添付しなければならない。 

キ 海外帰国生徒等取扱措置願 13の(3)に定める海外帰国生徒等に該当する者のうち、海外帰国生徒

等取扱措置願を提出した者については、13の(4)に定める受検に当たっての特別な配慮を受ける

ことができる。また、入学者選抜の判定においても、その者の海外経験等の事情を配慮すること

とする。 

ク 定時制課程特例措置申請書  定時制の課程（滋賀県立大津清陵高等学校および滋賀県立能登川

高等学校の定時制の課程を除く。）においては、満21歳以上（平成29年４月１日現在）の志願者

で希望するものについては、定時制課程特例措置申請書を提出することにより、学力検査に代え

て面接および作文で受検することができる。 

ケ 自己申告書 それぞれの学年において年間30日以上欠席した志願者のうち希望する者は、その

理由等を記した自己申告書を提出することができる。 

(2) 入学考査手数料（以下「手数料」という。） 

ア 志願者は、出願に当たって、全日制の課程にあっては2,200円、定時制の課程にあっては950円

の手数料に相当する額面の滋賀県収入証紙（以下「証紙」という。）を入学願書の証紙貼付欄に

貼り付けなければならない。 

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。 

(3) 中学校長は、志願者が当該県立高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を

審査のうえ、次の書類を作成し、志願者から提出された書類とともに出願先高等学校長に提出する

ものとする。 

ア 個人調査報告書 評定は、中学校生徒指導要録に基づく評価を用いるものとする。 

イ 成績一覧表  平成29年３月に中学校等を卒業し、または修了する見込みの者について作成する

ものとする。ただし、推薦選抜、特色選抜またはスポーツ・文化芸術推薦選抜に出願があった県

立高等学校へは不要とする。なお、県教育長あてにも１部提出するものとする。 

ウ 出願者一覧表（２通） 

(4) 出願期間等 

ア 期間 平成29年２月21日（火）および平成29年２月22日（水）とする。 

イ 受付時間 午前８時40分から午後４時40分までとする。ただし、定時制の課程（夜間）にあっ

ては、平成29年２月21日（火）は午後１時20分から午後８時まで、平成29年２月22日（水）は午

後１時20分から午後５時までとする。 

郵送の場合は、平成29年２月21日（火）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合におい

て、中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等学校長あて電話で報告する

ものとする。 

(5) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料（入学願書に貼付の証紙）を確

認のうえ、出願者一覧表１通を受検番号を付した受検票とともに中学校長に交付するものとする。 

  (6) 中学校長は、受検票を志願者に交付するものとする。 

５ 出願変更 

(1) 志願者は、４に基づく出願後、１人１回に限り、志望する学校、課程、学科または科を変更する

ことができる。 

(2) 特別出願許可書を交付された志願者が出願先高等学校、課程、学科を変更する場合には、改めて

特別出願許可が必要となることがある。特別出願許可書の再申請期間は、平成29年２月24日（金）

から平成29年３月２日（木）までとする。受付は、午前８時30分から午後５時までとする。ただし、

最終日の受付は、正午までとする。 

(3) 出願変更に当たっての学校、課程、学科または科の選定は、３に同じとする。 

(4) 第２志望または第３志望の学科または科を変更する場合も、(1)、(2)および(3)と同様とする。 
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(5) ３の(3)に該当する志願者が、志望する学科を変更する場合も、(1)、(2)および(3)と同様とする。 

６ 出願変更手続 

(1) 志望する学校、課程、学科または科の変更をしようとする志願者は、出願先変更願を中学校長を

経て出願先高等学校長に提出しなければならない。ただし、２の(3)に該当する志願者は、出願先高

等学校長に申し出て、その指示に従わなければならない。 

(2) (1)に規定する者は、新たに入学願書（ただし、３の(3)に該当する志願者は、学校出願入学願書）

および受検票を作成し、(7)で返却を受けた書類とともに、中学校長を経て、変更して出願しようと

する県立高等学校の校長（以下「変更先高等学校長」という。）に提出しなければならない。なお、

郵送による手続はできないものとする。 

(3) 手数料 (1)に規定する者は、出願変更に当たって、手数料に不足のある場合は、当該不足額に相

当する額面の証紙を変更先高等学校長へ提出する入学願書の証紙貼付欄に貼り付けなければならな

い。 

既納の手数料は、原則として還付しない。 

(4) 中学校長は、志願者が出願先の変更を希望していることを確認し、提出された書類の内容を審査

するものとする。 

(5) 中学校長は、出願先変更者一覧表２通を作成し、出願先変更願とともに出願先高等学校長に提出

するものとする。 

(6) 中学校長は、変更出願者一覧表２通を作成し、(2)の書類とともに変更先高等学校長に提出するも

のとする。 

(7) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類を確認のうえ、中学校長に出願時に提出され

た書類（入学願書を除く。）を返却するとともに出願先変更者一覧表１通および受検票に出願済み

証明の押印をし、交付するものとする。 

(8) 変更先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料を確認のうえ、変更出願者一覧

表１通を受検番号を付した受検票とともに中学校長に交付するものとする。 

(9) 出願変更の期間等 

ア 期間 平成29年２月27日（月）から平成29年３月２日（木）までとする。ただし、平成29年３

月１日（水）は除く。 

イ 受付時間  午前８時40分から午後４時40分までとし、最終日は午後３時までとする。ただし、

定時制の課程（夜間）にあっては、午後１時20分から午後８時までとし、最終日は午後１時20分

から午後３時までとする。 

７ 学力検査等 

(1) 選抜のための学力検査は、出願者全員に対して行う。ただし、定時制の課程（滋賀県立大津清陵

高等学校および滋賀県立能登川高等学校の定時制の課程を除く。）においては、満21歳以上（平成 

29年４月１日現在）の志願者で希望する者については、学力検査を行わず、面接および作文をもっ

てこれに代えることができる。 

(2) 学力検査実施教科等 

ア 学力検査実施教科は、各県立高等学校とも国語、数学、社会、理科および英語の５教科を原則

とする。（実施教科については、別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。） 

イ 面接、作文または実技検査のいずれかを課す場合は、５教科の学力検査終了後またはその翌日

に実施する。ただし、５教科のうち１教科を減じる場合は、当該教科の検査時間に実施すること

ができるものとする。実施方法については、各県立高等学校ごとに定める実施要項によるものと

する。（別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。） 

ウ 各教科等の配点については、各県立高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。 

（別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。） 
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  (3) 教科、期日および時間は、次のとおりとする。 

期 日 時 限 １  ２  ３  ４  ５  ６   

  

  

  

  

  

  

  

 

    

平   

成 ３ 

29 月 

年 ８ 

   日 

 (水) 

 

    

    

時 間 

    

    

    

 9:00 

～ 

 9:10 

 

  

  

休 

 

 

憩 

 

 

    

 9:25 

～ 

10:15 

 

  

  

休 

 

 

憩 

  

 

   

10:35 

～ 

11:25 

 

  

  

休 

 

 

憩 

  

 

   

11:45 

 ～  

12:35 

 

  

  

昼 

 

 

食 

  

 

 

13:20 

 ～  

14:10 

 

  

  

休 

 

 

憩 

  

 

 

14:30 

  ～  

15:20 

    

教 科

その他 
一般 
注意 

 

国 語 

 

 

数 学 

 

 

社 会 

 

 

理 科 

 

 

英 語 

 

なお、英語については「聞き取りテスト」を含めて実施する。 

  (4) 受検場は、出願先高等学校とする。 

８ 面接  （７の(2)のイに示す以外の面接） 

７の(2)のイに示す以外の面接の実施については、滋賀県教育委員会と協議のうえ、学力検査終了後

またはその翌日に行うものとし、各県立高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表１

の「高等学校別入学者選抜一覧表」を参照すること。） 

９ 選抜の方法 

(1) 出願先高等学校長は、個人調査報告書、学力検査実施教科等の成績を資料として、高等学校教育 

を受けるに足る者を選抜し、入学許可予定者を決定するものとする。 

(2) ３の(3)に該当する県立高等学校の校長は、志願者の志望に基づき専門学科を優先して入学許可予 

定者を決定し、次に、普通科の入学許可予定者を決定するものとする。 

10 入学許可予定者の発表 

   入学許可予定者の発表は、平成29年３月15日（水）に出願先高等学校において行うものとする。 

11 二次選抜 

入学許可予定者数が募集定員に満たない学科または科において、次のとおり二次選抜を行うものと

する。 

(1) 二次選抜定員は、学科または科の募集定員から入学許可予定者数を減じた数とする。 

(2) 出願資格は、２の(1)から(3)までのいずれかに該当する者で、一般選抜を受検し、不合格となっ

た者とする。ただし、やむを得ない理由により一般選抜を受検できなかったと認められる者は、滋

賀県教育委員会の許可を得て、出願することができる。 

(3) 出願 ３に同じ。 

(4) 出願手続 

ア 出願書類 ４の(1)（クを除く。）に同じ。ただし、４の(1)のオに規定する特別出願の許可申

請期間は、平成29年３月15日（水）から平成29年３月17日（金）までとする。受付は、午前８時 

30分から午後５時までとする。ただし、最終日の受付は、正午までとする。 

イ 手数料  ４の(2)に同じ。 

ウ 中学校長は、志願者が当該県立高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容

を審査のうえ、二次選抜出願者一覧表２通、個人調査報告書および成績一覧表（ただし、推薦選

抜、特色選抜、スポーツ・文化芸術推薦選抜、一般選抜で出願があった県立高等学校へは不要と

する。）を作成し、志願者から提出された書類とともに出願先高等学校長に提出するものとする。 

(5) 出願書類の提出期日等 

ア 期間 平成29年３月16日（木）および平成29年３月17日（金）とする。 

イ 受付時間 午前８時40分から午後４時40分までとする。ただし、定時制の課程（夜間）にあっ

ては、平成29年３月16日（木）は午後１時20分から午後８時までとし、平成29年３月17日（金）

は午後１時20分から午後５時までとする。 

郵送の場合は、平成29年３月16日（木）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合におい

て、中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等学校長あて電話で報告する

ものとする。 
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(6) 検査期日等 

ア 検査期日は、平成29年３月22日（水）とする。 

検査時間 

(ｱ) 全日制の課程および定時制の課程（昼間） 

9:00 ～ 9:20   出欠調査、一般注意 

9:20 ～ 9:30   休憩 

9:30 ～     面接および作文 

(ｲ) 定時制の課程（夜間） 

14:00 ～14:20   出欠調査、一般注意 

14:20 ～14:30   休憩 

14:30 ～     面接および作文 

イ 二次選抜においては、面接および作文を出願者全員に対して行う。 

なお、一般選抜において実技検査を実施する場合は、二次選抜においても実技検査を実施する

ことができる。 

ウ 受検場は、出願先高等学校とする。 

(7) 選抜の方法 

出願先高等学校長は、個人調査報告書、面接および作文の結果を資料とし、７の学力検査の結果

を参考資料として、高等学校教育を受けるに足る者を選抜し、入学許可予定者を決定するものとす

る。 

なお、(2)のただし書に該当するものが受検する場合で出願先高等学校長が必要と認めたときは、

３教科（国語、数学および英語）の学力検査を実施して、その結果を参考資料とすることができる。 

(8) 入学許可予定者の発表 

入学許可予定者の発表は、平成29年３月24日（金）に、出願先高等学校において行うものとする。 

12 不正出願による入学許可の取消し 

出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消す 

ものとする。 

13 その他 

(1) 郵送は、全て「書留」または「簡易書留」扱いとする。 

(2) 県外からの志願者および２の(3)に該当する志願者に対する必要な指示は、この要項に定めるもの

のほか、出願先高等学校長または県教育長が行うものとする。 

(3) 海外帰国生徒等とは、海外帰国生徒または外国人生徒のうち、次のいずれにも該当する者とする。 

ア 帰国または渡日後の期間  

帰国し、または渡日した日から平成29年２月１日（水）までの期間が６年以内 

イ 海外における在住期間  

帰国または渡日時からさかのぼり継続して１年以上 

(4) 受検に当たって特別な配慮を必要とする場合、中学校長は、志願者の状況等について、出願先高

等学校長あて申し出るものとする。 

なお、上記の場合の受検上の配慮事項等については、別途示す。 

(5) 出願先高等学校長は、この要項に定めるもののほか、あらかじめ県教育長の承認を受け、志願者

に対して必要な指示を行うことができる。 

(6) この要項に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
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第２ 推薦選抜 

 

１ 実施校および募集枠 

(1) 推薦選抜を実施する学校、学科または科は、別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すと

おりとする。 

  (2) 推薦選抜における募集枠は、別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すとおりとする。 

２ 出願資格および推薦要件 

推薦選抜に出願できる資格を有する者は、平成29年３月に中学校等を卒業し、または修了する見込

みの者で、志願する動機が明白であり、出願先高等学校が示す推薦要件にふさわしく、適性、興味・

関心および学習意欲を有する者のうち、中学校長の推薦を受けた者とする。 

３ 出願期間等 

(1) 期間 平成29年２月１日（水）および平成29年２月２日（木）とする。 

(2) 受付時間 午前８時40分から午後４時40分までとする。 

郵送の場合は、平成29年２月１日（水）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合において、

中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等学校長あて電話で報告するものと

する。 

４ 出願 

(1) 志願者は、県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願すること

ができる。 

  (2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。ただし、スポーツ・文化芸術推薦選

抜の志願者は、出願先高等学校が実施する同一課程、同一学科または同一科の推薦選抜を併願する

ことができる。 

５ 出願手続 

(1) 提出書類 志願者は、次の書類を中学校長を経て出願先高等学校長に提出しなければならない。 

ア 推薦選抜入学願書 

イ 推薦選抜受検票 平成29年３月に滋賀県内の中学校を卒業見込みの者以外の者は、出願前３箇

月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真(縦４cm、横３cm)を推薦選抜受検票の所定の欄に貼り、

中学校長の割印を受けなければならない。 

ウ 住民票記載事項証明書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のエに同じ。 

エ 特別出願許可書の写し  「第１ 一般選抜」の４の(1)のオに同じ。ただし、出願手続までに許

可を受けなければならない。 

オ 海外帰国生徒等取扱措置願 「第１ 一般選抜」の４の(1)のキに同じ。 

カ 自己申告書 「第１ 一般選抜」の４の(1)のケに同じ。 

(2) 手数料 

ア 志願者は、出願に当たって、全日制の課程にあっては2,200円、定時制の課程にあっては950円

の手数料に相当する額面の証紙を推薦選抜入学願書の証紙貼付欄に貼り付けなければならない。 

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。 

(3) 中学校長は、志願者が当該県立高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を

審査のうえ、推薦選抜出願者一覧表２通、推薦書、個人調査報告書および成績一覧表を作成し、志

願者から提出された書類とともに出願先高等学校長に提出するものとする。 

(4) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料を確認のうえ、推薦選抜受検票

に受検番号を付して、推薦選抜出願者一覧表１通とともに中学校長に交付するものとする。 

  (5) 中学校長は、志願者に推薦選抜受検票を交付するものとする。 

６ 面接、作文または実技検査 

推薦選抜出願者全員に対して面接、作文または実技検査のうちから二つ以内を課すものとし、その

方法等は各県立高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表１の「高等学校別入学者選

抜一覧表」および別表２の「高等学校別推薦選抜の概要一覧表」を参照すること。） 

(1) 実施日 平成29年２月８日（水） 

(2) 実施場所 出願先高等学校 
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(3) 実施時間 

9:00 ～ 9:20   出欠調査、一般注意 

9:20 ～ 9:30   休憩 

9:30 ～     面接、作文または実技検査 

 

７ 選抜方法 

出願先高等学校長は、中学校長から提出された個人調査報告書および推薦書等の内容ならびに面接、

作文または実技検査の結果を資料として、総合的に判定し、推薦選抜における入学許可予定者を決定

するものとする。 

８ 推薦選抜における入学許可予定者の通知 

(1) 出願先高等学校長は、平成29年２月15日（水）に当該中学校等を通じて本人に推薦選抜における

入学許可予定を通知する。 

(2) (1)の通知は、推薦選抜入学許可予定者通知書（以下「推薦選抜通知書」という。）の交付によ

って行う。 

(3) 推薦選抜通知書の交付を受けた者は、当該県立高等学校に入学するものとする。 

９ 入学許可予定者の発表 

(1) ８の(1)および(2)によって、推薦選抜通知書の交付を受けた者については、平成29年３月15日

（水）に出願先高等学校で入学許可予定者として発表する。 

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。 

10 推薦選抜の不合格者 

推薦選抜に不合格となった者は、「第１ 一般選抜」に定めるところにより、改めて出願すること

ができる。 

11 その他 

「第１ 一般選抜」の13に同じ。
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第３ 特色選抜 
 

１ 実施校および募集枠 

(1) 特色選抜を実施する学校、学科または科は、別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すと

おりとする。 

  (2) 特色選抜における募集枠は、別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」に示すとおりとする。 

２ 出願資格 

特色選抜に出願できる資格を有する者は、「第１ 一般選抜」の２のいずれかに該当する者で、志 

願する動機が明白であり、適性、興味・関心および学習意欲を有する者とする。 

３ 出願期間等 

(1) 期間 平成29年２月１日（水）および平成29年２月２日（木）とする。 

(2) 受付時間 午前８時40分から午後４時40分までとする。 

郵送の場合は、平成29年２月１日（水）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合において、

中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等学校長あて電話で報告するものと 

   する。 

４ 出願 

(1) 志願者は、県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願すること

ができる。 

(2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。ただし、スポーツ・文化芸術推薦選

抜の志願者は、出願先高等学校が実施する同一課程、同一学科または同一科の特色選抜を併願する

ことができる。 

５ 出願手続 

(1) 提出書類 志願者は、次の書類を中学校長を経て出願先高等学校長に提出しなければならない。 

ア 特色選抜入学願書 

イ 特色選抜受検票 平成29年３月に滋賀県内の中学校を卒業見込みの者以外の者は、出願前３箇

月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真(縦４cm、横３cm)を特色選抜受検票の所定の欄に貼り、

中学校長の割印を受けなければならない。 

ウ 志願理由書 志願者は、志願理由等を記した志願理由書を提出しなければならない。 

エ 住民票記載事項証明書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のエに同じ。 

オ 特別出願許可書の写し  「第１ 一般選抜」の４の(1)のオに同じ。ただし、出願手続までに許

可を受けなければならない。 

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 「第１ 一般選抜」の４の(1)のキに同じ。 

キ 自己申告書 「第１ 一般選抜」の４の(1)のケに同じ。 

(2) 手数料 

ア 志願者は、出願に当たって、手数料2,200円に相当する額面の証紙を特色選抜入学願書の証紙貼

付欄に貼り付けなければならない。 

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。 

(3) 中学校長は、志願者が当該県立高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を

審査のうえ、特色選抜出願者一覧表２通、個人調査報告書および成績一覧表を作成し、志願者から

提出された書類とともに出願先高等学校長に提出するものとする。 

ただし、成績一覧表については、平成29年３月に中学校等を卒業し、または修了する見込みの者

について作成するものとする。 

(4) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類を確認のうえ、特色選抜受検票に受検番号を

付して、特色選抜出願者一覧表１通とともに中学校長に交付するものとする。 

  (5) 中学校長は、志願者に特色選抜受検票を交付するものとする。 

６ 口頭試問、小論文、総合問題または実技検査 

特色選抜出願者全員に対して口頭試問、小論文、総合問題または実技検査のうちから二つ以上を課

すものとし、その方法等は各県立高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。（別表１の「高

等学校別入学者選抜一覧表」および別表３の「高等学校別特色選抜の概要一覧表」を参照すること。） 

(1) 実施日 平成29年２月８日（水） 

(2) 実施場所 出願先高等学校 
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(3) 実施時間 

9:00 ～ 9:20   出欠調査、一般注意 

9:20 ～ 9:30   休憩 

         9:30 ～     口頭試問、小論文、総合問題または実技検査 

７ 選抜方法 

出願先高等学校長は、志願者から提出された志願理由書および中学校長から提出された個人調査報

告書等の内容ならびに口頭試問、小論文、総合問題または実技検査の結果を資料として、総合的に判

定し、特色選抜における入学許可予定者を決定するものとする。 

８ 特色選抜における入学許可予定者の通知 

(1) 出願先高等学校長は、平成29年２月15日（水）に当該中学校等を通じて本人に特色選抜における

入学許可予定を通知する。 

(2) (1)の通知は、特色選抜入学許可予定者通知書（以下「特色選抜通知書」という。）の交付によっ

て行う。 

  (3) 特色選抜通知書の交付を受けた者は、当該県立高等学校に入学するものとする。 

９ 入学許可予定者の発表 

(1) ８の(1)および(2)によって、特色選抜通知書の交付を受けた者については、平成29年３月15日

（水）に出願先高等学校で入学許可予定者として発表する。 

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。 

10 特色選抜の不合格者 

特色選抜に不合格となった者は、「第１ 一般選抜」に定めるところにより、改めて出願すること

ができる。 

11 その他 

「第１ 一般選抜」の13に同じ。 
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第４ スポーツ・文化芸術推薦選抜 

 

１ 実施校および募集枠 

(1) スポーツ・文化芸術推薦選抜を実施する学校、学科または科は、別表１の「高等学校別入学者選

抜一覧表」に示すとおりとする。 

(2) スポーツ・文化芸術推薦選抜における募集枠は、別表４の「高等学校別スポーツ・文化芸術推薦

選抜の概要一覧表」に示すとおりとする。 

２ 出願資格および推薦要件 

スポーツ・文化芸術推薦選抜に出願できる資格を有する者は、平成29年３月に中学校等を卒業し、

または修了する見込みの者で、志願する動機が明白であり、出願先高等学校が示す推薦要件を満たし、

適性、興味・関心および学習意欲を有する者のうち、中学校長の推薦を受けた者とする。 

３ 出願期間等 

(1) 期間 平成29年２月１日（水）および平成29年２月２日（木）とする。 

(2) 受付時間 午前８時40分から午後４時40分までとする。 

郵送の場合は、平成29年２月１日（水）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合において、

中学校長は、郵送した時点で、出願者数等について、出願先高等学校長あて電話で報告するものと

する。 

４ 出願 

(1) 志願者は、県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願すること

ができる。 

(2) 出願は、１人１校、１課程、１学科または１科限りとする。ただし、出願先高等学校が実施する

同一課程、同一学科または同一科の推薦選抜または特色選抜を併願することができる。 

５ 出願手続 

(1) 提出書類 志願者は、次の書類を中学校長を経て出願先高等学校長に提出しなければならない。 

ア スポーツ・文化芸術推薦選抜入学願書 

イ スポーツ・文化芸術推薦選抜受検票 平成29年３月に滋賀県内の中学校を卒業見込みの者以外

の者は、出願前３箇月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真(縦４cm、横３cm)をスポーツ・文

化芸術推薦選抜受検票の所定の欄に貼り、中学校長の割印を受けなければならない。 

ウ 住民票記載事項証明書の写し 「第１ 一般選抜」の４の(1)のエに同じ。 

エ 特別出願許可書の写し  「第１ 一般選抜」の４の(1)のオに同じ。ただし、出願手続までに許

可を受けなければならない。 

オ 海外帰国生徒等取扱措置願 「第１ 一般選抜」の４の(1)のキに同じ。 

カ 自己申告書 「第１ 一般選抜」の４の(1)のケに同じ。 

キ 上記に定めるもののほか、出願先高等学校長が求める書類 

(2) 手数料 

ア 志願者は、出願に当たって、全日制の課程にあっては2,200円、定時制の課程にあっては950円

の手数料に相当する額面の証紙をスポーツ・文化芸術推薦選抜入学願書の証紙貼付欄に貼り付け

なければならない。推薦選抜または特色選抜を併願する場合は、別途、推薦選抜または特色選抜

の手数料が必要となる。 

イ 既納の手数料は、原則として還付しない。 

(3) 中学校長は、志願者が当該県立高等学校を志願していることを確認し、提出された書類の内容を

審査のうえ、スポーツ・文化芸術推薦選抜出願者一覧表２通、スポーツ・文化芸術推薦選抜推薦書、

個人調査報告書および成績一覧表を作成し、志願者から提出された書類とともに出願先高等学校長

に提出するものとする。 

(4) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された書類および手数料を確認のうえ、スポーツ・文化

芸術推薦選抜受検票に受検番号を付して、スポーツ・文化芸術推薦選抜出願者一覧表１通とともに

中学校長に交付するものとする。 

(5) 中学校長は、志願者にスポーツ・文化芸術推薦選抜受検票を交付するものとする。 

 

６ 検査方法等 

(1) スポーツ・文化芸術推薦選抜出願者全員に対して実技検査を実施するとともに、面接、作文また

は小論文のうちから一つを課すものとする。また、特色選抜実施校は、特色選抜の総合問題を併せ
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て実施することができる。（別表１の「高等学校別入学者選抜一覧表」および別表４の「高等学校

別スポーツ・文化芸術推薦選抜の概要一覧表」を参照すること。） 

(2) 推薦選抜または特色選抜を併願する者については、スポーツ・文化芸術推薦選抜の検査に加え、

推薦選抜または特色選抜と同じ内容の検査を課すものとする。（別表２の「高等学校別推薦選抜の

概要一覧表」および別表３の「高等学校別特色選抜の概要一覧表」を参照すること。） 

(3) 実施日  平成29年２月８日（水）および２月９日（木）の両日またはいずれか一日 

(4) 実施場所 出願先高等学校 

(5) 実施時間  各県立高等学校ごとに定める実施要項によるものとする。 

７ 選抜方法 

(1) 出願先高等学校長は、中学校長から提出された個人調査報告書およびスポーツ・文化芸術推薦選

抜推薦書等の内容ならびに各検査の結果を資料として総合的に判定し、スポーツ・文化芸術推薦選

抜における入学許可予定者を決定するものとする。 

(2) 出願先高等学校長は、推薦選抜または特色選抜を併願する志願者がある場合は、スポーツ・文化

芸術推薦選抜の入学許可予定者を先に決定し、次に、推薦選抜または特色選抜の入学許可予定者を

決定するものとする。 

 

８ スポーツ・文化芸術推薦選抜における入学許可予定者の通知 

(1) 出願先高等学校長は、平成29年２月15日（水）に当該中学校等を通じて本人にスポーツ・文化芸

術推薦選抜における入学許可予定を通知する。 

(2) (1)の通知は、スポーツ・文化芸術推薦選抜入学許可予定者通知書（以下「スポーツ・文化芸術

推薦選抜通知書」という。）の交付によって行う。 

(3) スポーツ・文化芸術推薦選抜通知書の交付を受けた者は、当該県立高等学校に入学するものとす

る。 

９ 入学許可予定者の発表 

(1) ８の(1)および(2)によって、スポーツ・文化芸術推薦選抜通知書の交付を受けた者については、

平成29年３月15日（水）に出願先高等学校で入学許可予定者として発表する。 

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。 

10 スポーツ・文化芸術推薦選抜の不合格者 

スポーツ・文化芸術推薦選抜に不合格となった者（ただし、推薦選抜または特色選抜を併願し、こ

れに合格した者を除く。）については、「第１ 一般選抜」に定めるところにより、改めて出願する

ことができる。 

11 その他 

「第１ 一般選抜」の13に同じ。  
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第５ 中高一貫教育に係る併設型高等学校の特例 

 

１ 入学者選抜の特例 

滋賀県立学校の校舎、課程、部および学科等の設置等に関する規則（昭和63年滋賀県教育委員会規

則第５号）第２条の表の左欄に掲げる中学校（以下「併設型中学校」という。）に在籍し、平成29年

３月に卒業する見込みの者が、同表のそれぞれ当該右欄に掲げる高等学校（以下「併設型高等学校」

という。）に、入学を志願する場合は、次により選抜を行わず入学許可予定者とするものとする。 

 

２ 併設型高等学校 

併設型高等学校および学科は、次のとおりとする。 

 

   併 設 型 中 学 校 併 設 型 高 等 学 校（学    科） 

   滋賀県立河瀬中学校 滋賀県立河瀬高等学校（普 通 科） 

滋賀県立守山中学校 滋賀県立守山高等学校（普 通 科） 

滋賀県立水口東中学校 滋賀県立水口東高等学校（普 通 科） 

 

３ 出願手続 

併設型高等学校への志願者は、併設型高等学校入学願書（様式は、各併設型高等学校長が定める。）

を平成29年２月21日（火）または平成29年２月22日(水)に、併設型高等学校長に提出しなければなら

ない。 

なお、当該併設型高等学校以外の高等学校等へ出願する者は、１による入学者選抜の特例の適用を

受けることができないものとする。 
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［通信制の課程］（単位制） 

 

１ 募集定員 

   募集定員は、別に定める。 

２ 出願資格 

   ［全日制の課程および定時制の課程］第１の２に同じ。 

３ 募集期間等 

(1) 期間 平成29年３月12日（日）から平成29年３月15日（水）まで（日曜日を含む。）とする。 

  (2) 受付時間 午前９時から午後４時までとする。 

４ 出願 

(1) 志願者は、県立学校管理運営等規則第11条第２項および第11条の３の規定に基づき出願すること

ができる。 

  (2) 他の課程および県立高等学校との併願はできない。 

５ 出願手続 

(1) 出願に必要な書類は、次のとおりとする。 

ア 入学願書 

イ 面接票 志願者は、出願前３箇月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真（縦４㎝、横３㎝) 

を面接票の所定の欄に貼り、中学校長の割印を受けなければならない。ただし、［全日制の課程

および定時制の課程］第１の２の(3)に該当する者については、割印は不要とする。 

ウ 住民票記載事項証明書の写し ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のエに同じ。 

エ 特別出願許可書の写し 

［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のオの(ｱ)に同じ。ただし、特別出願許可

書の申請期間は、平成29年２月23日（木）から平成29年３月14日（火）まで（土曜日および日曜

日を除く。）とする。受付は、午前８時30分から午後５時までとする。 

オ 雇用（予定）証明書 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のカに同じ。 

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のキに同じ。 

キ 自己申告書 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のケに同じ。 

(2) 志願者は、(1)の書類に、中学校長の作成する個人調査報告書を添えて、出願先高等学校長あて本

人が直接提出しなければならない。ただし、県外からの志願者および［全日制の課程および定時制

の課程］第１の２の(3)に該当する志願者は、出願先高等学校長に申し出て、その指示に従わなけれ

ばならない。 

６ 面接 

面接は、出願者全員に対して出願書類の提出時に実施し、その方法等は当該県立高等学校において 

  定める実施要項によるものとする。 

７ 入学の許可 

出願先高等学校長は、提出された個人調査報告書および面接の結果を資料として、総合的に判定し、 

  入学許可予定者を決定するものとする。 

８ 入学許可予定者の発表 

   入学許可予定者の発表は、平成29年３月22日（水）に、出願先高等学校において行う。 

９ 二次選抜 

入学許可予定者数が募集定員に満たない場合は、次のとおり二次選抜を行うものとする。 

(1) 二次選抜定員は、募集定員から入学許可予定者数を減じた数とする。 

(2) 出願資格は、２に同じ。 

(3) 募集期間等 

ア 期間 平成29年３月23日（木）および平成29年３月24日（金）とする。 

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。 

(4) 出願 出願方法および出願手続は、４および５に同じ。ただし、５の(1)のエにおける特別出願許

可書の許可申請期間は、平成29年３月15日（水）から平成29年３月24日（金）まで（土曜日、日曜

日および祝日を除く。）とする。受付は、午前８時30分から午後５時までとする。ただし、最終日

の受付は、正午までとする。 
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(5) 面接  ６に同じ。 

(6) 入学の許可 ７に同じ。 

(7) 入学許可予定者の発表 

    入学許可予定者の発表は、平成29年３月28日（火）に、出願先高等学校において行う。 

10 不正出願による入学許可の取消し 

出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消す

ものとする。 

11 その他 

［全日制の課程および定時制の課程］第１の13に同じ。 

 

 

 

 

 

 

［転入学・編入学］（単位制による定時制の課程（昼間）のみ） 

 

滋賀県教育委員会が単位制による定時制の課程(昼間)(滋賀県立大津清陵高等学校に限る。以下「大津清

陵高等学校」という。)に転入生・編入生の枠として定めた募集定員に対して実施する入学者選抜に関して

は、次に定めるところによる。 

 

１ 募集定員 

   募集定員は、別に定める。 

２ 出願資格 

次の(1)に該当し、かつ、(2)または(3)のいずれかに該当する者とする。 

(1) 志願者が滋賀県内に住所もしくは勤務先を有する者または入学日までに県内に住所もしくは勤務

先を有する見込みの者であること。 

(2) 転入学志願者 高等学校または中等教育学校の後期課程（以下「高等学校等」という。）に在学

し、教科・科目の修得単位を有する者または有する見込みの者 

(3) 編入学志願者 

    過去に高等学校等に在学して、教科・科目の修得単位を有する者 

３ 募集期間等 

(1) 期間 平成29年３月13日（月）および平成29年３月14日（火）とする。 

(2) 受付時間 午前９時から午後４時までとする。 

郵送の場合は、平成29年３月13日（月）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合において

高等学校等の校長は、郵送した時点で、出願者数等について、大津清陵高等学校の校長（以下「大

津清陵高等学校長」という。）あて電話で報告するものとする。 

４ 出願手続 

(1) 転入学志願者は、次の書類を在学している高等学校等の校長を経て、大津清陵高等学校長に提出

しなければならない。 

ア 転入学・編入学願書 

イ 受検票 志願者は、出願前３箇月以内に撮影した無帽、正面上半身の写真（縦４㎝、横３㎝) 

を受検票の所定の欄に貼り、高等学校等の校長の割印を受けなければならない。 

ウ 住民票記載事項証明書の写し  ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のエに同じ。 

エ 特別出願許可書の写し 

［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のオの(ｱ)に同じ。ただし、特別出願許可

書の申請期間は、平成29年２月23日（木）から平成29年３月13日（月）まで（土曜日および日曜

日を除く｡）とする。受付は、午前８時30分から午後５時までとする。 

オ 雇用（予定）証明書  ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のカに同じ。 

カ 海外帰国生徒等取扱措置願 ［全日制の課程および定時制の課程］第１の４の(1)のキに同じ。 

(2) 手数料 手数料950円に相当する額面の証紙を転入学・編入学願書に貼り付けなければならない。

既納の手数料は、原則として還付しない。 
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(3) 転入学志願者が在学している高等学校等の校長は、提出された書類の内容を審査のうえ、次の書

類を作成し、志願者から提出された書類とともに大津清陵高等学校長に提出するものとする。 

ア 単位修得証明書（単位修得見込みの教科・科目も付記すること。）（大津清陵高等学校の様式

による。） 出願前３箇月以内に発行し、厳封したもの。 

イ 成績証明書（大津清陵高等学校の様式による。） 出願前３箇月以内に発行し、厳封したもの。 

ウ 転学照会書 

(4) 編入学志願者は、(1)の書類を過去に在学した高等学校等の校長が発行した(3)のアおよびイの書 

   類とともに、大津清陵高等学校長あて直接提出しなければならない。 

５ 学力検査および面接 

(1) 選抜のための学力検査および面接は、志願者全員に対して行う。 

  (2) 教科等、期日および時間は、次のとおりとする。 

期   日 時 限 １  ２  ３  ４  ５ 

 

 平 

 成 ３ 

 29 月 

 年 16 

    日 

   (木) 

 

 

 

時 間 

 

 

    

  9:00 

～ 

  9:10 

    

 

  

休 

  

  

憩 

  

  

    

  9:25 

～ 

10:15 

    

 

  

休 

  

  

憩 

  

  

   

10:35 

～ 

11:25 

    

 

 

休 

  

  

憩 

 

 

     

11:45 

～ 

12:35 

 

 

 

 昼 

  

  

 食 

 

 

  

13:20 

～ 

 

 

教 科
 

その他
 

一般
 

注意
 

    

国 語 

    

    

数 学 

 

 

英 語 

  

 

面 接 

 

(3) 内容  学力検査の内容は、各教科とも高等学校第１学年修了程度の基本的な問題とする。 

なお、国語については「作文」を含め実施する。 

  (4) 受検場は、大津清陵高等学校とする。 

６ 選抜の方法 

大津清陵高等学校長は、成績証明書、学力検査の成績および面接の結果等を資料として、高等学校 

  教育を受けるに足る者を選抜し、入学許可予定者を決定するものとする。 

７ 入学許可予定者の発表 

   入学許可予定者の発表は、平成29年３月22日（水）に、大津清陵高等学校において行う。 

８ 二次選抜 

入学許可予定者が募集定員に満たない場合は、次のとおり二次選抜を行うものとする。 

(1) 二次選抜定員は、募集定員から入学許可予定者数を減じた数とする。 

(2) 出願資格は、２に同じ。 

(3) 募集期間等 

ア 期間 平成29年３月22日（水）および平成29年３月23日（木）とする。 

イ 受付時間 午前９時から午後４時までとする。 

郵送の場合は、平成29年３月22日（水）の消印のあるものに限り受け付ける。この場合におい

て、高等学校等の校長は、郵送した時点で、出願者数等について、大津清陵高等学校長あて電話

で報告するものとする。 

(4)出願 出願手続は、４に同じ。ただし、４の(1)のエに規定する特別出願許可書の許可申請期間は、

平成29年３月22日（水）および平成29年３月23日（木）とする。平成29年３月22日（水）の受付は

午前８時30分から午後５時までとし、平成29年３月23日（木）の受付は午前８時30分から正午まで

とする。 

(5) 学力検査および面接 ５に同じ。ただし、検査期日は、平成29年３月27日（月）とする。 

(6) 選抜の方法 ６に同じ。 

(7) 入学許可予定者の発表  

    入学許可予定者の発表は、平成29年３月29日（水）に、大津清陵高等学校において行う。 

９ その他 

(1) 海外帰国生徒等に対する入学者選抜は、その者の海外経験等の事情を配慮するものとする。 

(2) 出願について不正の事実のあることが判明したときは、入学許可後においてもその許可を取り消

すものとする。 
 



[別表１]

口
頭
試
問

小
論
文

実
技
検
査

総
合
問
題

ス
ポ
ー

ツ
活
動

文
化
芸
術
活
動

面
接

作
文

実
技
検
査

適
性
検
査

小
論
文

総
合
問
題

国
語

数
学

社
会

理
科

英
語

普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

理数 50 ○ ○ 7：3 100 120 100 120 100 7： 3

堅 田 全日制 普通 25 ○ 100 100 100 100 100 5： 5

東 大 津 全日制 普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

北 大 津 全日制 普通 30 ○ 100 100 100 100 100 5： 5

普通 25 ○ ○ 6：4 100 100 100 100 100 7： 3

家庭 35 ○ ○ 100 100 100 100 100 7： 3

普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 ※ 7： 3

音楽 50 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 100 7： 3

瀬田工業 全日制 工業 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

大津商業 全日制 商業 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

彦 根 東 全日制 普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

河 瀬 全日制 普通 25 ○ ○ 7：3 5 ○ ○ ○ 100 100 100 100 100 7： 3

彦根工業 全日制 工業 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

彦 根
翔 西 館

全日制 総合 40 ○ ○ 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 7： 3

長 浜 北 全日制 普通 30 ○ ○ 6：4 100 100 100 100 100 7： 3

虎 姫 全日制 普通 30 ○ ○ 6：4 5 ○ ○ ○ 100 100 100 100 100 7： 3

伊 香 全日制 普通 30 ○ 100 100 100 100 100 5： 5

長浜農業 全日制 農業 50 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

長浜北星 全日制 総合 40 ○ ○ 4 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

八 幡 全日制 普通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 7： 3

八幡工業 全日制 工業 50 ○ ○ 5 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

八幡商業 全日制 商業 50 ○ 100 100 100 100 100 5： 5

普通 30 ○ ○ 6：4 100 100 100 100 100 7： 3

体育 100 ○ ○ 20 ○ ○ 100 100 100 100 100 90 6： 4 ◆

草 津 全日制 普通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

玉 川 全日制 普通 30 ○ ○ 6：4 100 100 100 100 100 7： 3

（注意） ・推薦選抜、および特色選抜の募集枠(％)には、スポーツ・文化芸術推薦選抜の募集人数を含む。

・スポーツ・文化芸術推薦選抜の詳細については［別表４］に示す。

・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。

・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。

・※について、石山高等学校音楽科を第２志望とする者は、実技検査を受けなければならない。

・◆について、草津東高等学校体育科、および栗東高等学校美術科については、推薦選抜とスポーツ・文化芸術推薦選抜を合わせた入学許可

　予定者が、当該学科の募集定員に満たない場合に限り、一般選抜を実施する。
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高等学校別入学者選抜一覧表（全日制の課程）

学 校 名 課 程 学科

推薦選抜 特色選抜
スポーツ・文化芸術

推薦選抜
一般選抜

個
人
調
査
報
告
書

 
 
 
：

学
力
検
査
得
点

募
集
枠

(

％

)

面
接

作
文

実
技
検
査

募
集
枠
％

面
接

作
文 備考

検査 募集枠
(人数)

検査 学力検査

実
技
検
査

膳 所 全日制

大 津 全日制

石 山 全日制

個
人
調
査
報
告
書

　
　
　
：

　
　
検
 
査

草 津 東 全日制



口
頭
試
問

小
論
文

実
技
検
査

総
合
問
題

ス
ポ
ー

ツ
活
動

文
化
芸
術
活
動

面
接

作
文

実
技
検
査

適
性
検
査

小
論
文

総
合
問
題

国
語

数
学

社
会

理
科

英
語

湖南農業 全日制 農業 50 ○ 100 100 100 100 100 50 5： 5

守 山 全日制 普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

守 山 北 全日制 普通 30 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

普通 30 ○ 6 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

美術 100 ○ 3 ○ ○ 100 100 100 100 100 100 6： 4 ◆

国際情報 全日制 総合 40 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

水 口 全日制 普通 30 ○ ○ 2 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

水 口 東 全日制 普通 30 ○ ○ 5：5 100 100 100 100 100 7： 3

甲 南 全日制 総合 40 ○ 100 100 100 100 100 50 5： 5

40

☆

野 洲 全日制 普通 30 ○ 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

石 部 全日制 普通 30 ○ 100 100 100 100 100 5： 5

甲 西 全日制 普通 30 ○ 100 100 100 100 100 7： 3

高 島 全日制 普通 25 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

普通 30 ○ 100 100 100 100 100 6： 4

総合 30 ○ 100 100 100 100 100 6： 4

八 日 市 全日制 普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

能 登 川
(単位制)

全日制 普通 25 ○ 100 100 100 100 100 6： 4

八日市南 全日制 農業 50 ○ 3 ○ ○ 100 100 100 100 100 50 5： 5

伊 吹 全日制 普通 30 ○ 10 ○ ○ 100 100 100 100 100 5： 5

普通 30 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

理数 50 ○ ○ 7：3 100 100 100 100 100 7： 3

日 野 全日制 総合 40 ○ 5 ○ ○ 100 100 100 100 100 6： 4

愛 知 全日制 普通 30 ○ 100 100 100 100 100 100 5： 5

（注意） ・推薦選抜、および特色選抜の募集枠(％)には、スポーツ・文化芸術推薦選抜の募集人数を含む。

・スポーツ・文化芸術推薦選抜の詳細については［別表４］に示す。

・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。

・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。

・◆について、草津東高等学校体育科、および栗東高等学校美術科については、推薦選抜とスポーツ・文化芸術推薦選抜を合わせた入学許可

　予定者が、当該学科の募集定員に満たない場合に限り、一般選抜を実施する。

・☆について、信楽高等学校総合学科の全国募集枠で５名を限度とする。
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学 校 名 課 程 学科

推薦選抜 特色選抜
スポーツ・文化芸術

推薦選抜
一般選抜

備考

検査 募集枠
(人数)

検査 学力検査個
人
調
査
報
告
書

　
　
　
：

　
　
検
 
査

個
人
調
査
報
告
書

 
 
 
：

学
力
検
査
得
点

募
集
枠

(

％

)

面
接

作
文

実
技
検
査

募
集
枠
％

面
接

作
文

実
技
検
査

栗 東 全日制

信 楽 全日制 総合 ○

安 曇 川 全日制

米 原 全日制

5 ： 5100 100 100 100 1005 ○ ○



口
頭
試
問

小
論
文

実
技
検
査

総
合
問
題

ス
ポ
ー

ツ
活
動

文
化
芸
術
活
動

面
接

作
文

実
技
検
査

適
性
検
査

小
論
文

総
合
問
題

国
語

数
学

社
会

理
科

英
語

昼 間 普通 100 100 100 100 100 100 6： 4

夜 間 普通 100 100 100 100 100 100 6： 4

通 信 普通 － － － － － ○ ：

瀬田工業
(単位制)

夜 間 工業 100 100 100 100 100 5： 5 ★

彦根工業 夜 間 工業 100 100 100 100 100 5： 5 ★

長浜北星 夜 間 総合 100 100 100 100 100 5： 5 ★

昼 間 普通 25 ○ 100 100 100 100 100 6： 4

夜 間 普通 100 100 100 100 100 6： 4

（注意） ・推薦選抜、および特色選抜の募集枠(％)には、スポーツ・文化芸術推薦選抜の募集人数を含む。

・スポーツ・文化芸術推薦選抜の詳細については［別表４］に示す。

・学力検査得点と個人調査報告書の比率は、おおまかな「めやす」を示したものである。

・面接・作文・実技検査の欄の数字は、点数化している場合の満点を示している。

・＃について、学力検査は実施しない。

・★について、定時制課程の特例措置あり
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高等学校別入学者選抜一覧表（定時制の課程および通信制の課程）

備考

検査 募集枠
(人数)

検査

推薦選抜 特色選抜
スポーツ・文化芸術

推薦選抜

募
集
枠

(

％

)

面
接

作
文

実
技
検
査

10

能 登 川
(単位制)

募
集
枠
％

面
接

作
文

実
技
検
査

大津清陵
(単位制)

#0

学力検査個
人
調
査
報
告
書

　
　
　
：

　
　
検
 
査

個
人
調
査
報
告
書

 
 
 
：

学
力
検
査
得
点

学 校 名

昼間・
夜間お
よび通
信の別

学科

一般選抜
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［別表２］ 

高等学校別推薦選抜の概要一覧表 

                                                                                                  

 

 

 

学 校 名 

 

 

 

 

 

課  程 

 

 

 

 

 

学 科 

 

 

推  薦  選  抜 

 

募 

集 

枠 

％ 

 

  推 薦 要 件     

 

“求める生徒像” 

 

面 

接 

 

 

作 

文 

 

 

実 

技 

検 

査 

 

推薦書に記載 

 

を求める事項 

  

 

堅  田 

 

全日制 

 

普 通 

 

25 

 

 

 本校への入学を熱望し、学習意欲が旺盛で、次のいずれかの要件を満た

す者 

ａ大学等へ進学する強い意志と明確な目的意識を持ち、特進クラスでその

目的を達成するため最大限の努力をする者 

ｂスポーツ活動に顕著な実績を持ち、入学後も継続して部活動に意欲的に

取り組む者 

 

 

○ 

   

推薦要件ｂによる

場合は、スポーツ活

動における活動状

況、出場大会名およ

び成績・記録等。 

 

北 大 津 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

  本校への志望動機が明確で基本的生活習慣が身についており、次のいず

れかの要件を満たす者   

ａ特別進学クラスで勉学に励み、大学などへの進学をめざして努力する者 

ｂ国際交流に興味や関心があり、オーストラリア・ニュージーランドの姉

妹校への留学なども利用し、英語の学習に意欲的に取り組み、国際理解

を深めたい者 

ｃ体育活動および文化活動において優秀な成績や成果を収め、入学後も部

活動を３年間継続する意志を持ち、学校行事や学級活動においてリーダ

ーシップを発揮することが期待できる者 

 

 

○ 

   
体育活動、文化活
動、その他の活動
等についての具体
的な活動内容とそ
の成果、実績。検
定、資格、表彰歴
等の具体的な内容。 

 

大   津 

 

全日制 

 

家 庭 

 

35 

 

  専門科目を中心とした実習科目に対する意欲が旺盛で、本校志望の意志

が強く、次の要件を満たす者 

食物・被服・保育の分野に興味・関心があり、専門的な知識・技術を習

得し、将来その分野での活躍を希望する者や、さらに高度な知識を得るた

め、理解を深めるために大学、その他上級学校へ進学を目指す者 

 部活動や生徒会活動等での活躍の実績があり、あるいは検定資格等を取

得するなど、学校の活性化に寄与できる者 

 

 

○ 

 

○ 

  

部活動、生徒会活動

等における具体的

な活動内容と成果、

実績。検定、資格、

表彰歴等の具体的

内容。 

 

瀬田工業 

 

全日制 

 

工 業 

 

50 

 

工業学科の学習に興味・関心を持ち、それを生かして社会に貢献するこ

とを望んでいる者。また、基本的生活習慣が身についており、学校生活を

意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績が総合的に優れている者 

ｂｂ体育的活動、文化的活動や生徒会活動において、優秀な成績や成果をお

さめた者 

ｃｃ卒業後、工業技術者としての専門知識を生かし、企業に就職したい者。

また、理工学部関係の大学等に進学し、さらに専門性を深めスペシャリ

ストを目指したい者 

 

 

○ 

  

○ 

 

 

体育的活動、文化的

活動や特別活動等

で特に顕著な結果。 

 

大津商業 

 

全日制 

 

商業 

 

50 

  

基本的生活習慣が身についており、商業学科の学習に強い意欲を持ち、

次のいずれかの要件を満たす者 

ａ将来の進路に関して明確な目的意識を持ち、その達成に向けて努力する

者 

ｂ体育活動において優れた能力や適性を持ち、入学後も継続して部活動に

意欲的に取り組む強い意志を有する者 

ｃ文化、生徒会活動に意欲的に取り組み、リーダーとして活躍が期待でき

る者 

 

 

○ 

 

○ 

  
要件ｂによる場合
は、体育活動にお
ける活動状況、出
場大会名および成
績・記録等。 

 

彦根工業 

 

全日制 

 

工 業 

 

50 

 

 基本的生活習慣が身についており、本校志望の意志が強く、次のいずれ

かの要件を満たす者     

ａ工業の学習に意欲が旺盛で、明確な目的意識を持つ者 

ｂ体育的活動、文化的活動、および特別活動に顕著な成果を収め、引

き続き意欲的に活動する意志のある者 

 

○ 

 

○ 

  

生徒会活動および

体育的・文化的活動

等の具体的な成果

や実績。検定資格、

表彰歴等、顕著な活

躍。 
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学 校 名 

 

 

 

 

 

課  程 

 

 

 

 

 

学 科 

 

 

推  薦  選  抜 

 

募 

集 

枠 

％ 

 

  推 薦 要 件     

 

“求める生徒像” 

 

面 

接 

 

 

 

作 

文 

 

 

 

実 

技 

検 

査 

 

推薦書に記載 

 

を求める事項 

  

 

彦根翔西館 

 

全日制 

 

総 合 

 

40 

 

学校生活に意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ総合学科に興味・関心を示し、将来の進路に関して主体的に探究する目

的意識を持ち、その達成に向けて努力する者 

ｂ体育的活動・文化的活動で優れた実績または優れた能力や適性を有し、

入学後も部活動を３年間継続する意志を有する者 

 

○ 

 

○ 

  

体育的活動・文化的

活動で顕著な実績

または優れた能力、

適性を示す事項。 

 

伊  香 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 基本的生活習慣が身についており、本校志望の意志が強く、学校生活に

意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ本校での学習に強い興味・関心を持ち、学業成績が総合的に優れ、入学

後も積極的に学習を続ける者 

ｂ体育・文化・生徒会活動などの特別活動で優れた能力や適性を持ち、入

学後もリーダーとして活躍が期待できる者 

 

 

○ 

   

学習、体育、文化、

生徒会活動、ボラン

ティア活動などの

成果。 

 

長浜農業 

 

全日制 

 

農 業 

 

50 

 

 人物・学業成績ともに優秀で、基本的な生活習慣（言葉遣いや礼儀作法

等）が身についており、規律ある学校生活（時間やルール等がしっかり守

れる）が送れる者 

 本校を志望する動機・理由が明確かつ適切であり、次のいずれかの要件

を満たす者 

ａ動物、植物、食品等についての農業学習に対する興味・関心および学習

意欲を有する者 

ｂ生徒会活動、文化的・体育的活動、クラス活動や部活動に積極的に取り

組み、リーダーとして入学後も活躍できる者 

 

 

○ 

 

○ 

  

生徒会活動、文化的・

体育的活動、学級活

動や部活動での顕

著な事実、および農

業学習に対する興

味・関心・意欲につ

いて。 

 

長浜北星 

 

全日制 

 

総 合 

 

40 

 

 総合学科の特徴を十分に理解し、高い学習意欲を持ち、次のいずれかの

要件を満たす者 

ａ工業・商業・福祉の専門科目や普通科とは違う特色のある科目を学んだ

ことを生かして、深めながら大学進学を希望する者 

ｂ自己の適性を見つけて、就職したいと考える者 

ｃ体育部、文化部、生徒会活動において優れた能力や適性を持ち、入学後

も意欲的に活動したいと考える者 

 

 

○ 

 

○ 

  

資格取得、部活動の

実績、生徒会活動の

状況。 

 

八  幡 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

  本校志望の意志が強く、大学等への進学を希望する者で、体育的・文化的

活動および生徒会活動などにおいて成果を収めた者 

 

○ 

 

○ 

  

取得資格、体育的・

文化的活動および

生徒会活動等の具

体的な成果や実績。 

 

 

八幡工業 

 

全日制 

 

工 業 

 

50 

 

 基本的な生活習慣が身についており、ものづくりや資格試験を含めた工

業の学習に興味・関心があり、特別活動、部活動などの学校生活に取り組

む意欲が旺盛で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績において総合的に優れている者 

ｂ体育的活動で優れた実績、または優れた能力や適性を有し、他の模範と

なる者 

ｃ文化的活動や特別活動などにおいて極めて優秀な成果を収めた者 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

体育的活動、文化的

活動、その他の活動

について、大会名・

実績・貢献度など正

確な実績と、資格の

取得状況など。 

 

 

八幡商業 

 

全日制 

 

商 業 

 

50 

 

 志望する動機が明白で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ商業の専門教育に対する興味・関心があり、学習意欲のある者 

ｂ体育活動や文化活動等の特別活動において優れた能力や適性を持ち、入

学後も活躍が期待できる者 

 

 

○ 

   

体育的・文化的活動

における顕著な成

果。 

 

草 津 東 

 

全日制 

 

体 育 

 

100 

 

  競技力の向上と本県のスポーツ振興を担う指導者等への道を目指し、意

欲的に学習や部活動等に取り組み、本校の教育方針である「文武両道」を

自ら実践しながら、現役で大学等の進路実現を志す者 

各競技において、顕著な実績を持つ者で、意欲と能力のある者 

 

○ 

  

○ 

 

特筆すべき運動能

力。競技成績・競技

実績等。学習や生活

に対する意欲・向上

心・目的意識。 
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学 校 名 

 

 

 

 

 

課  程 

 

 

 

 

 

学 科 

 

 

推  薦  選  抜  

 

募 

集 

枠 

％ 

 

  推 薦 要 件     

 

“求める生徒像” 

 

面 

接 

 

 

 

作 

文 

 

 

 

実 

技 

検 

査 

 

推薦書に記載 

 

を求める事項  

 

 

草  津 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 本校入学後の高校生活について、はっきりとした目標と強い意欲を持つ

者で、同時に次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績が優秀で、入学後も自らの進路実現に向けて意欲的に学習に取

り組める者 

ｂ体育活動に優秀な成績を収め、入学後も意欲的に取り組み活躍が期待で

きる者 

ｃ文化活動、生徒会活動などに優秀な成果を収め、入学後も意欲的に活動

する意志のある者 

 

 

○ 

 

○ 

  

学業・特別活動、ス

ポーツ、文化または

社会とのかかわり

に関する具体的な

成績や活動内容な

ど。 

 

湖南農業 

 

全日制 

 

農 業 

 

50 

 

 農業（植物や食品、環境等）の学習に興味・関心があり、将来の進路実

現に向け、目的意識を持って、何事にも真面目に意欲的に取り組むことが

できる者 

 

 

○ 

   

体育・文化活動の記

録。 

 

守 山 北 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

  本校志望の意志が強く、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ部活動で目標と意欲を持ち、入学後もリーダーとして活躍が期待できる

者 

ｂ学習に対して意欲的に取り組み、自分の将来の進路について、目的意識

を持つ者 

ｃ生徒会活動等で目標と意欲を持ち、入学後もリーダーとして活躍が期待

できる者 

 

 

○ 

 

○ 

  

体育的・文化的活動、

各種検定等の取得

状況、生徒会活動等

での具体的な活動

状況や成果。 

 

栗  東 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 本校普通科を志望する意志が強く、次のいずれかの要件を満たす者 

ａスポーツ活動や文化活動において優れた能力を有し、本校入学後リーダ

ーとしての活躍が期待できる者 

ｂ学習意欲が旺盛で、本校入学後も希望進路実現に向け勉学に励むことが

できる者 

 

○ 

   

スポーツ活動や文

化活動における成

績。生徒会活動やボ

ランティア等の活

動状況。各種検定の

取得状況。 

 

 

美 術 

 

100 

 

 本校美術科を志望する意志が強く、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ絵画・彫刻・工芸・デザイン等の美術的分野に興味・関心をもち、専門的

な勉学を希望する者 

ｂ美術系上級学校（美術大学等）への進学を希望する者 

   

○ 

 

美術関係の県およ

び市・郡以上の展覧

会での記録。スポー

ツ活動や文化活動

における県大会以

上の大会における

成績。 

 

 

国際情報 

 

全日制 

 

総 合 

 

40 

 

 基本的な生活習慣が身についており、学校生活に意欲的に取り組める者 

また、本校の「総合学科」の内容や趣旨を理解し、かつ、次のいずれか

の要件を満たす者 

ａ学業成績が総合的に優れている者 

ｂ体育・文化活動において優れた能力や適性を持つ者 

ｃ英会話やものづくりなど、本校各系列の教育内容に合致した分野で

の能力や適性を持つ者 

 

 

○ 

 

○ 

  

体育・文化面での活

動実績、生徒会活動

および取得資格・検

定など顕著な活躍

の成果。 

 

水  口 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 
 学業成績が優秀であり、言葉遣いや礼儀作法がしっかり身についていて 、
次のいずれかの要件を満たす者 
ａ大学への進学を志し、入学後は文系・理系特進クラスで学業に励む強い
意志をもつ者 

ｂ英語の学習に対して強い意欲を持ち、国際理解や地域の歴史・文化に興
味・関心が高く、入学後は学業に励む強い意志をもつ者 

ｃスポーツ活動の実績があり、入学後も部活動で競技をする意志の強
い者 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 
運動部・文化部活
動での顕著な成果。
検定資格。表彰歴、
公的機関による派
遣歴等。 
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学 校 名 

 

 

 

 

 

課  程 

 

 

 

 

 

学 科 

 

 

推  薦  選  抜 

 

募 

集 

枠 

％ 

 

  推 薦 要 件     

 

“求める生徒像” 

 

面 

接 

 

 

作 

文 

 

 

 

実 

技 

検 

査 

 

推薦書に記載 

 

を求める事項 

 

甲  南 

 

全日制 

 

総 合 

 

40 

 

 本校を志望する明確な意志があり、向上心と目的意識を持って高校生活

を送れ、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ自分自身の適性と能力を知り、計画的な学習が出来ること 

ｂ心身共に健全で、他の生徒の模範となり、リーダーシップが発揮できる

こと 

ｃスポーツ・文化活動にめざましい活動をしていること 

 

 

○ 

   

部活動の記録・成績

・状況等。 

 

信  楽 

 

全日制 

 

総 合 

 

40 

 

 基本的生活習慣が身についており、本校の「総合学科」の内容や趣旨を

理解し、かつ、次のいずれかの要件を満たす者 

ａセラミック・デザイン・美術に強い興味・関心があり、将来に対する目

的意識が明確な者 

ｂ進学等の目的意識が明確で、その達成に向けて努力する者 

ｃ体育・文化・生徒会活動に熱心に取り組む意欲のある者 

 

 

○ 

   

学習および体育・文

化・芸術・生徒会活

動の活動の成果。 

 

☆ 

  

他都道府県から志願する者で、信楽地域の伝統産業に関わるセラミック

・デザインに強い興味・関心があり、将来に対する目的意識が明確な者 

 

 

 

野  洲 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 
 自分の将来の進路について目的意識を持ち、次のいずれかの要件を満た
す者 
ａ学習意欲が旺盛で、何事にも意欲的に取り組む者 
ｂスポーツ活動や文化活動において、優れた能力や適性を持つ者 

 

○ 

 

 

  
体育的・文化的活動
および生徒会活動
等の具体的な成果
や実績。資格等を有
する者は、それを明
示すること。 
 

 

石  部 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 基礎学力と明確な志望動機があり、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学習意欲が旺盛で、希望する進路を実現するための努力を惜しまない者 

ｂ部活動、生徒会活動、委員会活動、ボランティア活動などにおいて活躍

または貢献した者 

ｃ福祉や健康に対する強い関心と興味を持ち、将来福祉分野、健康分野に

関わる仕事に就きたいと考えている者 

 

 

○ 

   

部活動やボランテ

ィア活動等におけ

る具体的な活動状 

況や成果。 

 

甲  西 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 部活動面や学習面で優秀な成績を残した者で、次のいずれかの要件を満

たす者 

ａ部活動面は、優秀な成績を残した者で、本校で部活動を続ける意志を持

つ者 

ｂ学習面は、優秀な成績を残した者で､４年制大学への進学を希望し､本校

の特進クラスで勉学に励む意志を持つ者 

 

 

○ 

   

特別活動における

取組み。学習活動に

おける取組み。 

 

高  島 

 

全日制 

 

普 通 

 

25 

 

 基本的生活習慣が身についており、学校生活に意欲的に取り組む者で、

次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績が優れていて、入学後も勉学に励む強い意志を持つ者 

ｂ部活動・生徒会活動・資格取得検定等において、優れた成績や能力を持

ち、入学後も活躍が期待できる者 

 

 

○ 

 

○ 

  

部活動・生徒会活動

等の活動実績およ

び資格検定等にお

ける取得実績。 

 

☆について、全国募集枠で５名を限度とする。 
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学 校 名 

 

 

 

 

 

課  程 

 

 

 

 

 

学 科 

 

 

推  薦  選  抜  

 

募 

集 

枠 

％ 

 

  推 薦 要 件     

 

“求める生徒像” 

 

面 

接 

 

 

作 

文 

 

 

 

実 

技 

検 

査 

 

推薦書に記載 

 

を求める事項 

 

安 曇 川 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 本校志望の意志が強く、基本的生活習慣が身についており、学校生活に

意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績が優れている者 

ｂ体育的活動や文化的活動および生徒会活動等において、積極的な取組み

をしている者 

 

 

○ 

   

 

総 合 

 

30 

 

 本校志望の意志が強く、基本的生活習慣が身についており、学校生活に

意欲的に取り組む者で、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績が優れている者 

ｂ体育的活動や文化的活動および生徒会活動等において、積極的な取組み

をしている者 

ｃ総合学科の多様な学習内容に興味・関心および意欲を有し、特色ある選

択科目の学習を通して進路希望の実現を図ろうとする者  

                                           

 

○ 

   

 

能 登 川 

(単位制) 

 

全日制 

 

普 通 

 

25 

 

 学業意欲が旺盛で、本校志望の意志が強く、次のいずれかの要件を満た

す者 

ａ学業成績が優れている者で、大学や看護・医療系等への進学を強く希望

する者 

ｂ部活動、生徒会活動などに熱心に取り組んだ者で、本校入学後もこれら

の活動に意欲的に取り組む意志のある者 

 

 

○ 

   

運動部、文化部活

動での顕著な成果。

検定資格、表彰歴、、

公的機関による

派遣歴等。 

 

八日市南 

 

全日制 

 

農 業 

 

50 

 

  本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で時間やルール等がしっかり守

れる者のうち、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ動物、植物、食品および自然環境に興味・関心を持ち、将来本校で学ん

だことを生かして社会に貢献することを望んでいる者 

ｂ生徒会、学級、文化、体育、芸術、ボランティア等の活動で顕著な成績

を収め、入学後もリーダーとして活躍が期待できる者 

 

 

○ 

   

生徒会、学級、文化､

体育、芸術、ボラン

ティア活動等の具

体的な成果。 

 

伊  吹 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 人物が優れ、学習意欲が旺盛で、入学後も体育コースまたは学力発展ク

ラスで学ぶ意欲があり、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ優れた運動能力・適性を持ち、入学後は強化指定部【陸上競技（男女）、

サッカー、ホッケー（男女）、野球、バレーボール（男）、バスケット

ボール（女）】で活動する意志がある者 

ｂ学習成果に優れ、将来の進路に対する目的意識が明確な者 

 

 

○ 

   

部活動、生徒会、学

習、芸術、ボランテ

ィア等の諸活動の

成果または実績。 

 
日  野 

 
全日制 

 
総 合 

 
40 

 
 本校のことをよく理解したうえで、本校志望の意志が強く、学習意欲が
旺盛で、次のいずれかの要件を満たす者 
ａ学業成績が総合的に優れている者で、本校の総合学科での学習を通じて
自分の進路を達成しようと強く決意している者 

ｂ体育的活動や文化的活動において、優れた能力や適性を持ち、入学後も
その分野での力を発揮しようと強く決意している者 

 

 
○ 

   
生徒会、体育的・文
化的分野での活動
状況とその顕著な
成果。 

 

愛  知 

 

全日制 

 

普 通 

 

30 

 

 音楽コース、体育コース、総合類型を持つ本校の特色を理解し、学習目

標が明確で志願意志が強く、次のいずれかの要件を満たす者 

ａ学業成績が総合的に優れている者 

ｂ特別活動（部活動等）において顕著な実績がある者 

 

 

○ 

 

 

  

 

 

 

学習に対する取組

み状況と特別活動・

部活動等での実績。 

 

能 登 川 

(単位制) 

 

 

定時制 

(昼 間) 

 

 

普 通 

 

 

25 

 

 

 学習意欲が旺盛で、中学校での基礎・基本を獲得しており、将来の進路

に対して明確な目的意識をもっている者 

  

○ 
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［別表３］ 

高等学校別特色選抜の概要一覧表 

 

 
 

 
学校名 

 
 

 
 

 
課 程 
 
 

  
 

 
学科 
 
 

特 色 選 抜 
 
募 
集 
枠 
％ 

 
  

本校の特色 
 
 

検査の概要 
口 
頭 
試 
問 

小 
論 
文 
 

実 
技 
検 
査 

総 
合 
問 
題 

 
膳 所 

 
全日制 

 
普通 

 
30  国内外でリーダーとして活躍できる調和のとれた

人材の育成を目指します。スーパーサイエンスハイ
スクールの指定を受け、日々の授業では、進路実現
に必要な学力の伸長とともに、課題の発見解決、発
表や議論など将来を見据えた教育を実践して
います。大学との連携にも積極的に取り組んでいま
す。 

  
論理的思考力、
表現力、記述
力等をみる。 
 
 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
理数 
 

 
50 
 

  
普通科の特色に加えて､連携する大学での特別授

業により､最先端の研究に触れることができます。ま
た､県内での自然観察実習､数学や理科に関する課題
研究を行います。それらによって発展的な学習を深
め､科学的な探究能力を育成します。 

  
論理的思考力、
表現力、記述
力等をみる。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
東大津 

  
 

 
全日制 

 
 

 
普通 
 

 

 
30 
 
 

 
校訓の３Ｆ（Fight，Friendship，Fair play）に

基づいて、日々の授業を大切にしながら大学との連
携にも積極的に取り組み、生徒一人ひとりの進路実
現をめざします。勉強と部活動を両立させて豊かな
心と社会性を育み、変化の激しい社会を生き抜く力
を身につけた、グローバル社会に貢献できる人材を
育成します。 

 

 
 
 
 

 
与えられた文
章を理解する
力、および自
分の考えをま
とめ、表現す
る力をみる。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
大 津 
 
 

 
全日制 

 
 

 

 
普通 
 

 
 

 
25 
 
 
 
 

 
  体験的な学習を重視した伝統的な教育活動を通し
て、豊かな知性・教養・良識を持った高校生を育成
します。１年次の総合的な学習の時間による進路学
習や、２・３年次の文系・理系のカリキュラム編成、
大学との授業連携、家庭科目や芸術科目の選択など
により、幅広い進路実現のための実力養成に努めま
す。 

  
与えられた
テーマに対す
る問題意識の
程度を評価し、
さらに論理的
な思考力、ま
た文章表現力
をみる。 
 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
石 山 
 
  

 
全日制 

 
 

 

  
普通 
 
 
 

 
30 
 
 
 

 
 「高きを仰げ！ じっくり・しっかり 学力向上、
いきいき・はつらつ 学園生活」をモットーに、自
由な中にも規律のある校風のもと、勉強と部活動と
の両立をすすめ、しっかりした人間力を培います。
一人ひとりが希望の進路を実現できる確かな学力を
育むことで、未来を切り拓き世界へ羽ばたく心豊か
でたくましい人材の育成をめざします。 
 

  
与えられた文
章等を読み、
それに対する
考えを記述す
る問題。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
音楽 

 
50 

 
 「高きを仰げ！ じっくり・しっかり 学力向上、
いきいき・はつらつ 学園生活」をモットーに、自
由な中にも規律のある校風のもと、音楽の専門家と
して必要な基礎力を着実に培います。それをもとに、
生涯にわたって音楽を愛好し、広く音楽文化の創造
発展に寄与し、世界へ羽ばたく人材の育成をめざし
ます。 
 

  
 

 
音楽の基礎
的能力およ
び入学後、学
習する専門
実技の能力
をみる。 

 
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
彦根東 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

 
 創立１４０年の伝統のもと、彦根城内という恵ま
れた環境で学力の伸長と充実を図ります。 
「自主自律」「文武両道」をスローガンに、全国レ
ベルの部活動など、生徒は自主的な活動を行い充実
した高校生活を送っています。スーパーサイエンス
ハイスクールの指定を受け、大学との連携にも取り
組んでいます。 
 

  
与えられた文
章を読み、問
題設定能力や
問題解決能力
をみる問題。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
河 瀬 

 
全日制 

 
普通 

 
25 

 
 中高一貫教育校であり、中学生から高校生まで、
お互いに仲間として、安心して高校生活が送れます。
また、海外短期研修等の機会を生かして、海外事情
や異文化理解を深めることができます。また「一人
ひとりの夢を実現させる活力ある進学校」として、
きめ細かい学習指導を展開します。 

 
１００語程度
の英文を読み、
英語での質問
に英語で答え
る形式で、主
に表現力やコ
ミュニケーシ
ョン能力をみ
る。 
 

   
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
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学校名 

 
 

 
 

 
課 程 
 
 

  
 

 
学科 
 
 

特 色 選 抜 

 
募 
集 
枠 
％ 

 
  

本校の特色 
 
 

検査の概要 

口 
頭 
試 
問 

小 
論 
文 

実 
技 
検 
査 

総 
合 
問 
題 

 
長浜北 
 

 
全日制 
 

 
普通 

 

 
30 
 

                  
 本年度、長浜高校と長浜北高校を統合して新し
い学校としてスタートした本校では、英語教育に
重点的に取り組み、少人数クラスでの学習により、
英語を活用できる力を伸ばす授業を行います。ま
た、全ての教科で生徒自らが「考え」そして「発
信」する力が身につく授業を行います。さらに充
実した学校行事や活気ある部活動で、魅力と活力
のある学校づくりをめざします。 

 

  
自己の考えを
論理的にまと
め、思考力・
表現力をみる
問題。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
虎 姫 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

 
 知の世紀をリードする人材の育成をめざし、生徒
一人ひとりの個性や能力を最大限に伸ばす、きめ細
かな学習指導を展開しています。スーパーサイエン
スハイスクール指定校で、大学と連携し最先端の研
究に触れることもできます。勉強と部活動を両立し、
第１志望の進路が実現できる伝統ある進学校です。 

  
与えられた
文章等を読
み、自分の考
えを論理的
にまとめ、表
現する力を
みる問題。 
 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
草津東 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

 
  高校生活や将来に対する明確な目的意識をもち、
英語・数学・国語等の教科学習に対する興味関心が
旺盛で、「文武両道」「文武両立」をめざし、現役
で４年制国公私立大学進学ができる、意欲的な生徒
を育てます。 

  
与えられた
課題文を読
んで、自分の
考えや意見
を適確に表
現する力を
みる問題。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
玉 川 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

 
「自律・友愛・進取」の校訓のもと、人間性豊

かで社会に貢献できる人材の育成を目指していま
す。わかりやすい授業と熱心な部活動指導で両立
を応援するとともに、将来の進路が切り拓けるよ
うな丁寧な指導をします。考える力、表現する力
を大切にし、これからの社会を生きていくための
基礎力を培います。 

 

  
与えられた
課題文を読
み取り、自分
の考えをま
とめ、表現す
る問題。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 

 
守 山 
 
 

 
全日制 

 
 

 
普通 
 

 
30 
 

 

 
 新しい出会いと発見、感動とふれあいの中、共
に学び語り、時に葛藤し友情を育む。守山高校は、
学習・部活動・特別活動全てを大切にし、将来に向
けた生き方を指導しています。スーパーグローバル
ハイスクールの指定を受け、次世代リーダーの育成
を目指し、充実した進路指導で夢の実現をサポート
します。 

  
与えられた課
題文を読み、
自分の考えを
まとめること
により論理的
思考力、発想
力、記述力等
をみる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 

 
水口東 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

 
 「われらに意気と誇りあり、われらに愛と誠あ
り、われらに信と力あり」の精神の下、地域から
世界で活躍するグローバル人材の育成を目標に、
教育活動全体を通じて「考える力」、「表現する
力」、「人間として大切な心」を育てます。 

  
与えられた文
章等を的確に
読み取る力や
自分の考えを
まとめ、表現
する力等をみ
る。 
 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 

 
八日市 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

 
 「自彊不息（じきょうやまず）＊自ら努め励むこ
と」「自主協同」という２つの校訓に、本校の校風
と伝統が集約されています。自由で伸びやかな雰囲
気の中で学習活動と生徒会活動・部活動との両立を
果たそうとする生徒に、確かな学力を身につける熱
心な教科指導と一人ひとりの志望に応じた丁寧な進
路指導を行っています。 

  
中学校で学習
した基礎的な
内容について、
論理的に自分
の考えをまと
め、表現する
力をみる問題
とする。 
 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
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学校名 

 
 

 
 

 
課 程 
 
 

  
 

 
学科 
 
 

特 色 選 抜 

 
募 
集 
枠 
％ 

 
  

本校の特色 
 
 

検査の概要 

口 
頭 
試 
問 

小 
論 
文 

実 
技 
検 
査 

総 
合 
問 
題 

 
米 原 

 
全日制 

 
普通 

 
30 

  
「清純敦厚」の校訓のもと、授業や課外活動を

通して、確かな学力と豊かな心を育みます。普通科
には、「普通類型」と「英語コース」があります。
「普通類型」は、文系にも理系にも対応した教育
課程が特徴です。「英語コース」は、国際社会や
大学進学に適応する高度な英語力を養成します。 

  
文章や資料
を的確に読
み取り、論理
的に思考し、
適切に表現
する力をみ
る。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
 

 
理数 

 
50 

 
県下初の理数科として設置され、多くの卒業生

が科学技術者として活躍しています。充実した設
備を利用して実験・実習・演習を中心とした授業
を行い、自然科学を系統的に学べるように工夫し
ており、将来、科学技術系への進学をめざす人に
最適です。理数科ならではの行事も豊富にありま
す。 

  
文章や資料
を的確に読
み取り、論理
的に思考し、
適切に表現
する力をみ
る。 

  
国語、数学、
社会、理科、
英語の内容を
もとに読解力
や思考力、判
断力、表現力
等をみる。 
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［別表４］ 
高等学校別スポーツ・文化芸術推薦選抜の概要一覧表 

 

学 校 名 課 程 学科 

スポーツ・文化芸術推薦選抜 

 
競技 
部門 
種目 

募
集
枠 

 
推薦要件、および実技検査の概要 面

接 

作
文 

実
技
検
査 

適
性
検
査 

小
論
文 

総
合
問
題 

 
推薦書に記載を
求める事項 

 
河  瀬 

 
全日制 

 
普通 

 
吹奏楽 

 
５名

以内 

【推薦要件】 
中学校で吹奏楽部に所属し、吹奏楽コンクー

ルやアンサンブルコンテストに出場経験があ
り、楽器演奏に興味・関心、意欲が高い者。ま
た、本校吹奏楽部に所属し、演奏技術や能力を

高めようとする意志と、学習に対する意欲を備
えた者 
【実技検査】 

楽器演奏の実技により、演奏の基礎的な技能
や能力を検査する。 

 

○ 

  
○ 

   

○ 

 
・中学校での吹奏

楽部の活動実績
と推薦される者
の果たした役割 

・演奏可能な楽器
と演奏程度 

 
彦  根 
翔 西 館 

 
全日制 

 
総合 

 
陸上競
技 

 
男女
10 名

以内 

【推薦要件】 
明確な志望動機があり、入学後も本校陸上競

技部に所属し、３年間継続して活動する強い意

志があり、意欲的な高校生活を送ることが期待
される者で、次のいずれかの要件に該当する者 
ａ全国中学校総合体育大会、国民体育大会、ジ

ュニアオリンピックのいずれかの大会出場者 
ｂ近畿中学校総合体育大会出場者 
ｃ県中学校総合体育大会６位以内入賞者 

【実技検査】 
陸上競技に関する指定種目の中から２種目を

選択し、競技能力を検査する。 

 

○ 

  

○ 

    
・中学校在学中の
学習や生活につ

いての所見 
・中学校在学中の
競技成績、競技

実績等の記録 

 
虎  姫 

 
全日制 

 
普通 

 
英会話 
(ESS) 

 
５名
以内 

【推薦要件】 
探究心旺盛で、議論や質疑に積極的に取り組

むことができる者。また、英語で話すこと、デ

ィベート等に興味を持ち、本校 ESS に加入して
活動する意志をもつ者。かつ、実用英語技能検
定準２級以上（平成 28 年 12 月末までに取得し

ているもの）の資格を有する者 
【実技検査】 
英語による面接形式のスピーキングテスト。

試験官による英語での質問に、英語で解答する
形式。事物の説明等を求める質問を通じて、英
語の語彙力や表現力を問う。 

   

○ 

  

○ 

 

○ 

 
実用英語技能検
定取得状況（平

成 28 年 12 月末
までに取得して
いる準２級以上

のもの） 

 
長浜北星 

 
全日制 

 
総合 

 
水球 

 
男子 

４名
以内 

【推薦要件】 
基本的生活習慣が身についており、総合学科

の特徴を十分に理解し学習意欲をもち、入学後
は水泳部に所属し活動する者で、次のいずれか
の要件を満たす者 

ａ優れた運動能力や適性をもつ者で、意欲的に
水球に取り組む強い意志がある者 

ｂスポーツ活動に実績があり、入学後も活躍が

期待できる者 
【実技検査】 
100ｍを２泳法（平泳ぎ 50ｍ、自由形 50ｍ）

で泳ぎ、競泳時間を計測しフォームを審査す
る。 

 

○ 

  

○ 

    
・新体力テストの

結果 
・大会の出場、成
績の記録 

 

※総合問題は、当該校における特色選抜の総合問題と同じものとする。 
※平成 29 年度入学者選抜においては、適性検査の実施はない。 
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学 校 名 課 程 学科 

スポーツ・文化芸術推薦選抜 

 
競技 
部門 
種目 

募
集
枠 

 
推薦要件、および実技検査の概要 面

接 

作
文 

実
技
検
査 

適
性
検
査 

小
論
文 

総
合
問
題 

 
推薦書に記載を
求める事項 

 
八幡工業 

 
全日制 

 
工業 

 
剣道 

 
男子
５名

以内 

【推薦要件】 
剣道二段を有し、学習意欲が旺盛で、入学後

剣道部の活動を継続する意志をもち、次のいず

れかの要件を満たす者 
ａ全国中学校総合体育大会 出場 
ｂ近畿中学校総合体育大会 出場 

ｃ県中学校春季総合体育大会 団体ベスト８ 
または個人ベスト８ 

ｄ県中学校夏季総合体育大会 団体ベスト８ 

または個人ベスト８ 
ｅ県中学校夏季総合体育大会各ブロック大会 
個人ベスト４ 

ｆ県中学校秋季総合体育大会各ブロック大会 
個人ベスト４ 

【実技検査】 

素振り、切り返し、基本技、応じ技、および
稽古（剣道用具は各自持参とする。） 

 

○ 

  

○ 

    
・大会の出場、成
績の記録 

・剣道の段位（平
成 28 年 12 月末
までに取得して

いるもの） 

 
草 津 東 

 
全日制 

 
体育 

 
剣道 

 
男子
３名

以内 

【推薦要件】 
競技力の向上と本県のスポーツ振興を担う指

導者等への道を目指し、意欲的に学習や指定競

技の部活動（陸上競技部、サッカー部（男子）、
剣道部）に取り組み、本校の教育方針である
「文武両道」を自ら実践しながら、現役で大学

等の進路実現を志す者 
各指定競技において、顕著な実績を持つ者

で、強い意欲と高い運動能力のある者 

【実技検査】 
実技では、Ⅰ器械体操、Ⅱ陸上競技、Ⅲ球

技、Ⅳ武道の各領域に設けられた９種目の中か

ら、３種目（同じ領域内を除き、受検する指定
競技１種目は含む）を選択し、基本的な運動能
力を検査する。 

 

○ 

  

○ 

    
・各指定競技に適
した特筆すべき

運動能力、競技
成績・競技実績
等 

・学習や生活に対
する意欲・向上
心・目的意識 

剣道 女子
３名

以内 

陸上 

競技 

男女

７名
以内 

サッカ

ー 

男子

７名
以内 

 
栗  東 

 
全日制 

 
普通 

 
体操 

 
男女
２名

以内 

【推薦要件】 
学習意欲が旺盛で、希望進路実現に向け勉学

に励み、スポーツ活動においてリーダーとして

の活躍が期待できる者で、それぞれの競技にお
いて次の要件を満たす者 
（体操） 

体操競技において近畿大会や全国大会に出場
経験をもち、入学後は本校体操部で活動する強
い意志をもつ者 

（レスリング） 
レスリングや柔道などの経験があり、入学後

は本校レスリング部で活動する強い意志をもつ

者 
（ソフトボール） 
ソフトボールや野球などの経験があり、入学

後は本校ソフトボール部で活動する強い意志を
もつ者 
【実技検査】 

競技に必要な基本的な技能や技術をみるため
の検査 

 

○ 

  

○ 

    
県大会以上の大
会（正式名称記

載）における成
績 

レスリ

ング 

男女

２名
以内 

ソフト
ボール 

男子
２名

以内 

 
美術 

 
美術・
工芸 

 
３名
以内 

【推薦要件】 
本校美術科を志望する意志が強く、次のすべ

ての要件を満たす者 

ａ絵画・彫刻・デザイン等の美術分野に興味・
関心をもち、自らの進路実現に向けて、専門
的な勉学を希望する者 

ｂ美術・工芸分野の県以上の展覧会で、顕著な
実績を有する者 

【実技検査】 

鉛筆によるデッサン 

 

○ 

  

○ 

    
・美術関係の県お
よび市・郡以上

の展覧会（正式
名称記載）での
記録 

・文化活動やスポ
ーツ活動におけ
る県大会以上の

大会における成
績 
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学 校 名 課 程 学科 

スポーツ・文化芸術推薦選抜 

 
競技 
部門 
種目 

募
集
枠 

 
推薦要件、および実技検査の概要 面

接 

作
文 

実
技
検
査 

適
性
検
査 

小
論
文 

総
合
問
題 

 
推薦書に記載を
求める事項 

 
水  口 

 
全日制 

 
普通 

 
ライフ
ル射撃 

 
男女
２名

以内 

【推薦要件】 
学業成績が優秀であり、言葉遣いや礼儀作法

がしっかり身についていて、次のいずれかの要

件を満たす者 
ａスポーツ活動で優れた実績または優れた能力
や適性を有し、入学後ライフル射撃部に所属

し、３年間継続して積極的に活動する意志を
有する者 

ｂ指定競技種目への強い関心を持ち、入学後ラ

イフル射撃部に所属し、３年間継続して積極
的に活動する意志を有する者 

【実技検査】 

基本的な体幹バランスをみるための軽い運動
検査、および用具を用いての基本動作確認、実
射検査を実施し、ライフル射撃競技に必要な適

性等を測る。 

 

○ 

  

○ 

    
・特筆すべき運動
能力、競技成

績・競技実績、
または優れた能
力・適性を示す

事項 
・学習や生活に対
する意欲・向上

心・目的意識 

 

信  楽 

 

全日制 

 

総合 

 

美術・
工芸 

 

５名
以内 

【推薦要件】 

基本的生活習慣が身についており、本校総合
学科のセラミック系列・デザイン系列の内容や
趣旨を理解し、次のすべての要件を満たす者 

ａ美術または工芸分野で郡・市・県の展覧会等
で入選以上の成績を収めた者 

ｂ系列選択の際にセラミック系列・デザイン系

列を選択する者 
ｃ将来に対する目的意識が明確である者 
【実技検査】 

与えられた課題についての鉛筆デッサンを実
施する。 

 

○ 

  

○ 

    

・美術または工芸
分野での郡・
市・県の展覧会

等における入選
以上の成績の具
体的な内容 

・美術の成績と美
術に取り組む姿
勢に関する具体

的な内容 
・美術または工芸
分野への興味・

関心・意欲や高
校卒業後の進路
希望 

 
野  洲 

 
全日制 

 
普通 

 
サッカ
ー 

 
男子
10 名

以内 

【推薦要件】 
本校サッカー部の活動を３年間継続する意志

と学習に対する意欲をもち、次の要件のいずれ

かまたは複数を満たす者 
ａ県の選抜チームや県トレセンに選ばれて活動
していた者 

ｂ中体連主催の大会で県ベスト８以上の成績を
収めたチームの正選手として出場した者 

ｃサッカー協会主催の大会で県ベスト 16 以上の

成績を収めたチームの正選手として出場した
者 

【実技検査】 

・運動能力とサッカーの基本技術の簡単な測定 
・個人戦術やグループ戦術の理解度をはかる模
擬ゲーム 

 

○ 

  

○ 

    
・個人として選抜
された経歴やト

レセンの経歴 
・チーム（校外を
含む）としての

成績（正選手で
あること） 

・得意なポジショ

ン 
・新体力テスト
50ｍ走の記録

1500ｍ走または
シャトルランの
記録 

・本校入学後のサ
ッカー部活動に
対する意欲 

 

  



- 30 - 
 

 

学 校 名 課 程 学科 

スポーツ・文化芸術推薦選抜 

 
競技 
部門 
種目 

募
集
枠 

 
推薦要件、および実技検査の概要 面

接 

作
文 

実
技
検
査 

適
性
検
査 

小
論
文 

総
合
問
題 

 
推薦書に記載を
求める事項 

 
八日市南 

 
全日制 

 
農業 

 
カヌー 

 
男女
３名

以内 

【推薦要件】 
本校志望の意志が強く、学習意欲が旺盛で時

間やルール等がしっかり守れる者のうち、次の

すべての要件を満たす者 
ａ県、市町やカヌー競技団体が主催するカヌー
競技会に参加している者、または県、市町や

カヌー競技団体が主催する競技を目的とした
カヌー教室等に参加した者で、入学後も３年
間カヌー部の活動を続ける意志があり、リー

ダーとして活躍することが期待できる者 
ｂ動物、植物、食品および自然環境に興味・関
心をもち、将来本校で学んだことを生かして

社会に貢献することを望んでいる者 
【実技検査】 
運動能力を測る検査（シャトルラン、握力

等）および競技力を測る検査（エルゴメータ
ー、パドリングフォーム等） 

 

○ 

  

○ 

    
県、市町やカヌ
ー競技団体が主

催する競技を目
的としたカヌー
教室等に参加し

た証明やカヌー
競 技 の 活 動 証
明、顕著な競技

実績 

 
伊  吹 

 
全日制 

 
普通 

 
ホッケ
ー 

 
男子
５名

以内 

【推薦要件】 
次のすべての要件を満たす者 

ａホッケー競技において、次のような顕著な実

績をもつ者で、入学後も活躍が期待でき、意
欲と能力のある者 
・Ｕ-16 日本代表選出 

・全国大会または同等以上の大会出場 
・近畿大会等における上位の成績 

ｂ意欲的に学習や部活動等に取り組み、現役で

大学等の進路実現を目指し、本県のスポーツ
振興を担う指導者等への道を志す者 

【実技検査】 

基礎的な体力、運動能力およびホッケーの基
本技術を測る検査 

 

○ 

  

○ 

    
・競技成績・競技
実績等 

・学習や生活に対
する意欲・向上
心・目的意識 

ホッケ

ー 

女子

５名
以内 

 

日  野 

 

全日制 

 

総合 

 

レスリ
ング 

 

男女
５名
以内 

【推薦要件】 

本校志望の意志が強く、学習および部活動に
取り組む意欲が旺盛で、次のすべての要件を満
たす者 

ａ入学後はレスリング部に入部し、３年間活動
する強い意志のある者 

ｂ優れた運動能力・適性を持ち、入学後は体育

的活動のリーダーとして活躍できる者 
【実技検査】 
基本的な体力、運動能力を測定する検査 

 

○ 

  

○ 

    

運動部活動の競
技 名 ・ 活 動 内
容・実績等、ま

たは学校外にお
ける体育的活動
の競技名・活動

内容・実績等、
およびその活動
における取組の

様子 
 

 

 


